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ドローンによる空の産業革命

ドローンは、ラジコン機のような趣
味の道具であったり、撮影した映像を
楽しむための道具としてだけでなく、物
流・医療・農業・防衛・警備などさま
ざまな分野で技術・サービスの開発が
進められています。そして、今後の産
業を支える要となることが期待されて
います。例えば、Amazon はアメリカ
で、玄関前までドローンで荷物を配達
するサービス「Prime Air」の認可を既

宿泊施設におけるドローンの活用

に得ており、実用化が着々と進んでい
る状況です。「Prime Air」によって、宅
配コストの削減や迅速な配達が期待さ
れます。また、人工知能（AI）との連
動も進んでおり、そのおかげで、人間
が目視できない場所や遠距離の飛行と
いう現在ではまだ難しい飛行の精度も
向上しています。これらの飛行において
は、予めプログラミングされた運行行程
にはない想定外の鳥やヘリコプターな
どの飛行物の回避、あるいは突然の風
雨などに対応する必要があります。AI

は、搭載されたカメラやセンサーから得
たデータをリアルタイムに計算し、飛行
速度や方向、高度などの変更を指示し
ます。この指示によって、予期していな
かった状況に AI が対応し、「目視外飛
行」が可能となりつつあります。日本で
も、産官学の多くの機関がドローンの技
術開発に取り組んでいます。商用として
だけでなく、災害時などにも有用である
と共に、航空法などの法律に関わること
もあり、国も関与する形で技術開発・環
境整備・社会実装が進められています。

少子化などの原因により人手不足が
問題となりつつある日本において、ド
ローンの活用が今後一層進むと考えら
れます。

具体的な利用方法
・写真 / 動画

ドローンによる空撮は、現在、積極
的に利用されています。小型ドローンに
高解像度カメラを搭載することで、さま
ざまな角度からきれいな画像を手軽に
撮影することができます。ドローンを用
いることで、ホテルや旅館そのものだけ
でなく、そのエリア全体の魅力を伝える

ことができます。また、ドローンによる
ダイナミックな空撮によって作成された
印象的なイメージ映像は視聴者を魅了
し、ホテルや旅館の PR に利用できます。

【ドローンによる空撮】
 ・警備 / 監視

ドローンを、移動するカメラ・センサー
として配置し、巡回警備員の代わりとし
て利用することが考えられます。ドロー
ンを利用することで、2 次元ではなく3
次元での映像が可能になります。これ
により、セキュリティチームは、宿泊施
設の建物や駐車場などをより慎重に監
視することができます。日本でも、実際、
完全自律飛行ドローン警備システムの
屋内実証実験が行われております。昨
年、東武タワースカイツリー、東武タ
ウンソラマチで行われた実証実験では、
ドローンがエスカレーターに沿って階を
行き来するといった高度な飛行が見ら
れました。ドローンを活用することで、
より綿密な監視と共に、警備の省人化
や効率化が期待されます。
・建物のメンテナンス

ドローンを利用して、定期的な映像
を撮影し敷地内の点検やメンテナンス
の優先順位付けに役立てることができ
ます。これまでは、壁⾯を打診し点検
する⽅法や、地上から⾚外線サーモグ
ラフィカメラで外壁を撮影する⽅法で点
検が行われていました。打診をする場
合は、⾜場、ゴンドラの設置などが必
要となります。また、⾚外線サーモグラ
フィカメラで撮影をする場合、建物の

形状によっては、正確な診断をすること
が難しいケースがありました。ドローン
で外壁撮影を⾏なえば、⼤規模な設備
の設営が不要となります。また、自由
に飛行できるので、ドローンの⾚外線
サーモグラフィカメラは、これまで難し
かった形状の建物に対しても正確な診
断を⾏なうことが可能です。その結果、
迅速かつ安価な敷地の建物維持管理が
可能となります。
・レスキュードローン

救助の現場でドローンを導入する動
きが広まっています。沖で溺れている方
に浮き輪などの救命器具を届けること
で、迅速に救助の手助けを行うことが
できます。実際、2018 年に、オースト
ラリアでレスキュードローンが座礁して
いた 2 人の男性を救ったケースがありま
した。同地域のライフセービング団体
によると、男性２人は遊泳中に巡回区
域から１キロ以上沖合へ押し流され３
メートル近い高波にもまれていたそうで
す。そこでレスキュードローンを出動さ
せ、わずか数分で２人の上空へ到達さ
せ、救命具を投下しました。2 人とも無
事にライフセーバーが待機する海岸へ
たどり着くことができました。

また、遊泳客の安全監視の手助けと
してドローンを活用できます。日本でも
実施例があり、昨年、ドローンとライフ
セーバーが連携して海水浴場の監視や
水難救助を実施するプロジェクトが瀬
西浜・鵠沼海水浴場（神奈川県藤沢市）
でスタートしました。

このように、海水浴場を所有してい
る宿泊施設において、ゲストの安全を
確保するための手助けにドローンを利
用することが考えられます。
・配送

宿泊客へのルームサービスをドローン
を使っているホテルもあります。まだ、

一般的に利用されているわけではない
ですが、将来的には、例えば、広大な
コンドミニアム型宿泊施設で、ルーム
サービスを迅速に運ばれるようにするた
めに、ドローンを利用することが考えら
れます。

ホテル・旅館などの宿泊施設におい
ても、上で挙げたようにドローンを活用
することで、業務の効率化、人手不足
の解消、コストの削減など、さまざまな
課題の解決につながると考えられます。

新しい方法でのサービス提供

現在、研究所ではモバイルアプリの
開発を進めています。このアプリは、
無人チェックインやチェックアウトはも
ちろんのこと、客室内の家電コントロー
ル・ルームサービスのオーダー、各施設
の混雑状況の可視化などを、ゲストそ
れぞれのスマートフォンから可能にしま
す。このアプリの機能の一つとして、「モ
バイルリクエスト」というものを、現在
開発中です。「モバイルリクエスト」に
よってゲストは、PMS に登録された手
配品・貸出備品をアプリからリクエスト
できます。この機能をドローンと連携す
れば、モバイルアプリからリクエストが
あった際に、その内容をスタッフが管
理画面で確認し、リクエストされた品
物をドローンに設置し、客室までドロー
ンが品物を届けるということが可能だと
考えられます。この方法によって、スタッ
フが客室まで品物を運ぶ負担が軽減し
ます。また、非接触でのサービス提供
も可能となります。

観光立国の中枢となる宿泊産業は「人材不足」「IT の進歩」「HACCP」「SDGs」など刻々と変化する状況へ急速な対応が求
められている。宿泊施設が訪れるお客さまへストレスフリーな環境を提供していくために、品質向上や経営の効率化を迅速に
推進していかなければならない。この状況をしなやかに乗り切るためにも「ホスピタリティサービス工学」という視点が重要
になっている。週刊ホテルレストランでは、本連載を通じて「ホスピタリティサービス工学」という概念を分かりやすく伝え
ながらキーパーソンを紹介していく。連載 17 回目は、㈱タップ ホスピタリティサービス工学研究所 沖縄研究室の山田浩司
氏である。
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